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＜連絡事項＞
・部署懇談会の個人目標を早急に入力して下さい。
＜東病棟入室状況＞
【転出】

・金子　トヨ様：東Cユニット6号室→南Dユニット209号室

・佐藤　ミツ子様：東Aユニット14号室→西Bユニット31号室
【部屋移動】
・澤村　彬様：東Aユニット11号室→12号室
【入院】
・石塚　忠隆様：東Ａユニット11号室
＜患者様連絡事項＞
・見付　幸一様～経管栄養指示・吸引指示は主治医不在の為、1週間分指示頂く。又、血糖測定は本日分のみ指示頂き、明日主治医へ明日分からの指示を頂く予定としている。
・熊谷　弘子様～本人よりスミルスチック処方希望あり。主治医不在の為、田名部Drよりスミルスチック1本処方して頂いている。
・金子　トヨ様～10:35療養県境変更目的にて東Cユニット6号室→南Dユニット209号室へ転出となる。

・佐藤　ミツ子様～14:00療養環境変更目的にて東Aユニット14号室→西Bユニット31号室へ転出予定。
・小笠原　久年様～療養環境変更目的にて東Aユニット13号室→東Bユニット3号室へユニット移動となる。
・澤村　彬様～療養環境変更目的にて東Aユニット11号室→12号室へ移動となる。
・野田　敏治様～一昨日昼より朝のみ菓子パン、他ご飯(大盛り)に変更となっている。食事を自室へ持っていく事あり、詰め込みによる事故を防ぐ為にホールでの食事を促していく。
・古里　長太郎様～排便-7日目。午後も排便無い為、主治医へ報告し、ケンエーG浣腸60ml　1本処方・施行の指示あり。
・藤井　孝蔵様～排便-6日目。午後も排便無い為、主治医へ報告し、ケンエーG浣腸60ml　1本処方・施行の指示あり。

・夏坂　浩美様～本日Ba交換日の為、主治医より指示頂き、実施している。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・和田　昌様～終日隔離中。断続的にドア蹴り見られ、大声で叫ぶ事あり、都度介入要している。食事・服薬は拒否無く行う。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。昨日準夜帯では幻聴・幻視に関する発言聞かれ、ホールにて叫ぶ事あったが、訴え傾聴にて落ち着く事出来ている。本日は幻聴に関連した発言は無く、日課は落ち着いて行う事出来ている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。断続的にドア蹴り・奇声はあるが、開放中の不穏・他者トラブル・多飲水行動は無い。入室時の拒否・抵抗も見られず。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～両上肢と体幹身体拘束中。バイタル異常・酸素飽和度低下無し。昼食前血糖値154㎎/dl、経管栄養トラブル無く施行。嘔気・嘔吐等消化器症状無し。閉眼し傾眠している事多い。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・高屋敷　良子様～両上肢のみ身体拘束中。バイタル異常・酸素飽和度低下無し。経管栄養トラブル無し。腰痛や臀部痛等の訴えあるが、都度体位交換等で対応行い、落ち着く事出来ている。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。危険行動や妄想発言は無い。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・夏坂　浩美様～バイタル異常無く経過。食事は各食1/2ずつ摂取。昼食後より酸素飽和濃度80％台前半への低下あり、酸素3Lへ増量している。一時酸素飽和度落ち着いた為、2Lへ減量し様子を見たが、再度酸素飽和度80％台への低下ある為、酸素3Lとしている。酸素3Lにて酸素飽和度90％以上維持できている。点滴トラブル無く施行。
・瀧澤　杏奈様～午前中母様来院され、Bユニットホールにて面会されているが、落ち着き無く、徘徊・放歌が見られている。又、余暇時に上半身薄着で奇抜な格好をする・生理用の紙おむつの要求あり、対応した際に着用していた服を脱ぎ、洗面所にて洗う等奇異な行動見られている。スタッフの説明・注意にも聞き入れは出来ずにいる。
・浅水　幸吉様～妻様面会時に、言葉がなかなか出てこない様子見られている。棟内での生活としては帰宅要求や不穏さ無く、落ち着いて過ごす。
・工藤　蓉子様～各食1/3～1/2摂取。服薬も拒否は無い。午前中夫様来院され、面会している。帰宅要求は聞かれるが、切迫した様子や不穏さは無い。バイタル異常・酸素飽和度低下無し。点滴トラブル無く施行している。
・松田　善治様～昨日夕からMT挿入・白湯開始となっているが、トラブル無く、今朝より経管流動食が開始となっている。嘔気・嘔吐等消化器症状無く経過。バイタル異常・酸素飽和度低下無し。点滴は漏れあり、刺し替え行っている。又、ベッドから足を出し、柵に掴まり下りようとする等の体動も活発さあり、都度介入要している。
・木村　格治様～昨日入院。昨日準夜帯では就床前薬服用前に、服薬についての不満聞かれ、再三促しにも拒否強く、スタッフを叩く等粗暴行為も見られていた。当直医へ報告し経過観察の指示。夜間は不眠で経過している。日勤帯は食事・服薬拒否無く経過。対面時も不穏・粗暴行為は無い。活気無く臥床し過ごす事多い。
・長谷部　玲子様～昨日入院となっているが、食事・服薬の拒否は無く、夜間も良眠。帰宅要求・不穏さ無く、落ち着いて過ごす。疎通はたどたどしいが図れている状態。
・中居　松男様～自室から出て来ると険しい表情でホール内を歩いている。唐突に床に寝転がったり、他者の服を後ろから引っ張ったり、他者の後ろで頭を叩くふり等をする事があり、都度介入している。介入したスタッフには威嚇するような行動見られている。
＜深澤Dr診察情報＞
・阿部　わかえ様～臨時薬ブロチゾラム錠（0.25）1錠→ 2 錠へ増量、ルネスタ錠2㎎→ゾピクロン錠10㎎「サワイ」 1 錠へ変更、他同内容で14日分処方。
・松森　ひさ様～持参薬のタリオン（10）は中止。
・佐藤　ミツ子様～臨時薬は同内容で14日分処方。
・飯田　修子様～臨時薬は同内容で14日分処方。
・竹洞　総子様～臨時薬は同内容で14日分処方。
・澤口　利香～臨時薬は内容で14日分処方。

＜新入院患者様情報＞
日　　時：Ｈ31.4.24　16:41
氏　　名：石塚　忠隆様

生年月日：昭和49年3月16日(45歳)
病　　名：統合失調症
性　　別：男性

主治医　：金Dr（サポート安ヶ平Dr）

入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟Aユニット
【経過】

三戸地方保健所三上氏・三戸警察所より連絡あり。本日朝9:58南部町内の駅周辺に下着のみ身に着けた男性がうろついていると三戸警察署へ通報あり。警察官が到着し、現場でうつむいていた本人に警察官が近寄って声を掛けようとしたところ、手を振り上げようとする様子が見られたという。又、実際に殴り掛かったというわけではなかったが、距離をとった警察官を追い回すといった行動が見られた為、三戸警察署で保護されるに至った。しかし、警察署に移動した際には落ち着きを取り戻し、疎通が可能な状況となった事から措置通報は取り下げている。警察による聴取の際には「昨日から薬を飲んでいない。」といった発言も確認されていたとの事。精神状態不安定であることから、当院での診察を希望。父親は入院を希望しているとの事。16:00当院へ来院され、金Dr(サポート医師：安ヶ平Dr)診察し、16:41東病棟Aユニット11号室へ医療保護入院となる。
